
「 高齢者の健康長寿と栄養について 」
口から食べられることは　なによりも尊いことです。
私達は　何のために食事をいただくのでしょうか。

「食事」と「栄養」を通じて　その理念を学びましょう。
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事務局　〒261-8502 千葉市美浜区真砂1-2-2
東京歯科大学千葉病院 摂食嚥下リハビリテーション科内
老年歯科セミナー事務局　担当：杉山哲也（副支部長）　
参加申し込み　tesugiya@tdc.ac.jp
お問い合わせ　電話 043-270-3555

一般社団法人 日本老年歯科医学会千葉支部主催
第２回 公開研修セミナー

     平成 30 年 2月１１日（日・祝）13 時から 16 時 30 分
千葉県歯科医師会館 2階ホール

〒261-0002 千葉市美浜区新港３２－１７
JR 京葉線 千葉みなと駅　徒歩 15 分

参加費 日本老年歯科医学会会員、非会員を問わず 無料

研修単位
　日本老年歯科医学会 認定医、専門医、指導医更新研修
　日本歯科医師会 日歯生涯研修
　日本歯科衛生士会 認定歯科衛生士認定更新生涯研修

主催　日本老年歯科医学会千葉支部
　　　支部長　那須郁夫（北原学院歯科衛生専門学校）
後援　千葉県歯科医師会
　　　千葉県歯科衛生士会

講 演 Ⅰ：新 開   省 二 先生 （東京都健康長寿医療センター研究所 副所長）

 「健康長寿の秘訣：最近の考え方
   －『健康長寿新ガイドライン』策定を終えて－」

講 演 Ⅱ：大 嶋   晶 子 先生（新八千代病院 管理栄養士）
 「高齢者や嚥下障害者をチームで支える
                   管理栄養士の役割」

地域包括ケアシステムにおいて多職種連携の成果を上げるためには、
先ず、専門職同士の情報共有による相互理解がその根本であることは言うまでもありません。

私たちの歯科に密接する専門分野である「食事」あるいは「栄養」についてもっと詳しくなりましょう。
第 2回目の今回は「健康長寿と栄養」の関係をさらに深く掘り下げたいと思います。

新開先生には、最近先生が中心になって策定された『健康長寿新ガイドライン』について、
大嶋先生には、医療の現場における管理栄養士さんの実際の取り組みについてお話していただきます。

定員 120 名　事前申し込み制
e-mailで事務局宛（下記のメールアドレスまたはQRコード）に、

メールの件名は「老年歯科セミナー参加申込」とし、メール本文に「所属、氏名、職種」を記入して送信してください。

駐車場が少ないためお車でのご来場はご遠慮ください。


